
　

次
の
会
計
の
補
正
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○ 

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

○ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○ 

水
道
事
業
会
計

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
る
と
、
ど
う
な
る
か

不
安
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
、病
院
の
待
合
室
。

そ
の
他
の
予
算

一
般
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

開
始
の
た
め
の
経
費
な
ど

６
１
８
６
万
円
を
減
額

補正の主なもの

《歳入》

　諸収入減額　　　　　　　　▲２億９，１６３万円

　基金繰入金追加　　　　　　　２億 １２９万円

　町債追加　　　　　　　　　　　　３，１１０万円

　民生費負担金追加　　　　　　　　１，１９７万円

　県支出金減額　　　　　　　　　　　▲９６１万円

《歳出》

　退職手当追加　　　　　　　　　　２，６３１万円

　障害者自立支援費減額　　　　　▲１，１０１万円

　競争力ある土地利用型農業育成事業補助金減額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲７４３万円

　道路改築事業地元負担金減額　　　　▲７４２万円

　老人保護措置委託料減額　　　　　　▲５５３万円
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本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
の
編
成

の
際
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
特
定
目

的
基
金
か
ら
約
３
億
円
を
一
時
借
り
入

れ
て
予
算
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回

９
６
２
９
万
円
の
剰
余
金
が
出
ま
し
た
の

で
、
不
足
分
に
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
あ
て
、
全
額
返
済
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス
テ

ム
開
発
費
、
早
期
退
職
職
員
の
退
職
金
、

予
算
執
行
残
額
な
ど
に
、
現
時
点
で
確

定
し
て
い
る
国
・
県
の
補
助
金
、
基
金
繰

入
金
、
諸
収
入
、
町
債
な
ど
調
整
し
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
８
６
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
63
億
３
３
２
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）




